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資料３　表紙



		福岡市男女共同参画基本計画（第４次）数値目標の推移及び比較 フクオカシ ダンジョ キョウドウ サンカク キホン ケイカク ダイ ジ スウチ モクヒョウ スイイ オヨ ヒカク

		１　第４次計画の数値目標 ダイ ジ ケイカク スウチ モクヒョウ

				計画期間中に福岡市が達成すべき数値目標として設定したもの。 ケイカク キカンチュウ フクオカシ タッセイ スウチ モクヒョウ セッテイ



				数　値　目　標 スウ アタイ メ シルベ						初期値 ショキ チ				目標値
（R7年度） モクヒョウ チ ネンド		現状値
（R４年度） ネンド

		基本目標１ キホン モクヒョウ		1		男女の固定的な性別役割分担意識の解消度
　「男は仕事、女は家庭を守るべきである」という
　　考え方に否定的な人の割合 ダンジョ コテイテキ セイベツ ヤクワリ ブンタン イシキ カイショウ ド オトコ シゴト オンナ カテイ マモ カンガ カタ ヒテイテキ ヒト ワリアイ		女性 ジョセイ		76.5％		（令和元年度） レイワ ガン ネンド		80％		81.5％

								男性 ダンセイ		68.2％		（令和元年度） レイワ ガン ネンド		80％		72.8％

		基本目標２ キホン モクヒョウ		2		配偶者等からの暴力について相談できる窓口
の認知度の低さ
　「相談できる窓口を知らない」と回答した人の割合 ハイグウシャ ナド ボウリョク ソウダン マドグチ ニンチド ヒク ソウダン マドグチ シ カイトウ ヒト ワリアイ		女性 ジョセイ		20.3％		（平成30年度） ヘイセイ ネンド		10％		ー

								男性 ダンセイ		21.0％		（平成30年度） ヘイセイ ネンド		10％		ー

				3		中高生の「デートDV」についての理解度
　デートＤＶについて「内容を知っている」と回答した
　中高生の割合 チュウコウセイ リカイド ナイヨウ シ チュウコウセイ		中学生 チュウガクセイ		20.0％		（平成30年度） ヘイセイ ネンド		50％		ー

								高校生 コウコウセイ		52.3％		（平成30年度） ヘイセイ ネンド		80％		ー

		基本目標３ キホン モクヒョウ		4		企業におけるワーク・ライフ・バランス推進の必要性
の認識度
　「ワーク・ライフ・バランス推進に取り組む必要がある」
　と思う事業所の割合 キギョウ スイシン ヒツヨウセイ ニンシキド スイシン ト ク ヒツヨウ オモ ジギョウショ ワリアイ				74.7％		（令和元年度） レイワ ガン ネンド		85％		ー

		基本目標４ キホン モクヒョウ		5		企業における女性管理職比率 キギョウ ジョセイカンリショク ヒリツ				11.3％		（令和元年度） レイワ ガン ネンド		15％		ー

		基本目標５ キホン モクヒョウ		6		福岡市の審議会等委員への女性の参画率 フクオカシ シンギカイ ナド イイン ジョセイ サンカクリツ				35.3％		（令和２年８月１日） レイワ ネン ガツ ニチ		40％		39.4％

				7		福岡市役所における女性管理職比率 フクオカシ ヤクショ ジョセイ カンリ ショク ヒリツ				16.2％		（令和２年５月１日） レイワ ネン ガツ ニチ		20％		19.1％

		〔初期値資料〕 ショキチ シリョウ				1　市基本計画の成果指標に関する意識調査 シ キホンケイカク セイカシヒョウ

						2　市政に関する意識調査 シセイ カン イシキチョウサ

						3　市青少年の意識と行動調査 シ セイショウネン イシキ コウドウチョウサ

						4・5　市女性活躍推進に関する事業所等実態調査 シ ジョセイカツヤク スイシン カン ジギョウショ ナド ジッタイ チョウサ

						6　８月１日現在調査 ゲンザイ

						7　５月１日現在調査



資料４



詳細 

		３　第４次計画における基本目標ごとの推移 ダイ ジ ケイカク キホンモクヒョウ スイイ

		基本目標１ キホン モクヒョウ				あらゆる年代・性別で男女共同参画意識が浸透した社会																		男女の地位の平等感 ダンジョ チイ ビョウドウ カン

																										H15		H20		H25		H30

																								全体 ゼンタイ		9.9		13		14.3		13

																								女性 ジョセイ		6.4		9.6		9.8		9.2

																								男性 ダンセイ		16.1		18.3		21.2		18.8

																								固定的性別役割分担意識の解消度 コテイテキ セイベツ ヤクワリ ブンタン イシキ カイショウ ド

																								H5										H10																H15								H20								H25								H30		R1		R2		R3		R4

																						女性 ジョセイ		44.7										45.1																57.8								64								51.1								75.9		76.5		78.7		78.8		81.5

																						男性 ダンセイ		31.5										38.2																46.2								59.9								42								63.4		68.2		70.6		71.9		72.8

																								固定的性別役割分担意識の解消度 コテイテキ セイベツ ヤクワリ ブンタン イシキ カイショウ ド

																						男性 ダンセイ		H5		H6		H7		H8		H9		H10		H11		H12		H13						H14				H15		H16		H17		H18		H19		H20		H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27

																								31.5										38.2																46.2										59.9								57.8		42		60.9		58.8











																								副読本活用率 フクドクホン カツヨウ リツ

																								H25		H27		H28		H29		H30		R1		R2

																						小学校 ショウガッコウ		96.6		92.3		93		88.2		87.5		81.9		85.4

																						中学校 チュウガッコウ		39.1		55.1		56.5		58		52.2		73.9		62.3



																								混合名簿採用率 コンゴウ メイボ サイヨウ リツ

																								H26		H27		H28		H29		H30		R1		R2

																						小学校 ショウガッコウ		98.6		99.3		99.3		100		100		100		100

																						中学校 チュウガッコウ		55.1		47.8		58		69.6		85.5		91.3		100





		基本目標２ キホン モクヒョウ				あらゆる暴力が根絶されるとともに、誰もが安心して暮らせる社会



		○ DV相談件数の推移 ソウダン ケンスウ

																										アミカス
相談室		区保健福祉
センター ホケンフクシ		配偶者暴力相談
支援センター		合計 ゴウケイ

																								30年度		673		2,312		384		3,369

																								元年度 ガン		699		2,142		345		3,186

																								２年度		547		3,566		382		4,495

																								３年度		582		3,224		389		4,195

																								４年度		557		2,422		336		3,315																		配暴センターカード・リーフレットの設置（配布）箇所数 クバ ボウ セッチ ハイフ カショスウ

																																																												全体 ゼンタイ		女性 ジョセイ		男性 ダンセイ

																																						デートＤＶ防止啓発リーフレット・ポスター配布箇所数 ボウシ ケイハツ ハイフ カショスウ						デートＤＶ防止教育講演会の実施 ボウシ キョウイク コウエンカイ ジッシ						30年度		767						相談できる
窓口を知らない ソウダン マドグチ シ		14.6		14.8		14.3

																																																		元年度 ガン ネンド		773						その他 タ		0.5		0.8		0.1

																																						２年度 ネンド		405				２年度 ネンド		616				２年度 ネンド		853						民間団体 ミンカン ダンタイ		7.5		6.9		8.7

																																						３年度 ネンド		580				３年度 ネンド		1,261				３年度 ネンド		853						法務局
（人権相談） ホウムキョク ジンケン ソウダン		13		8.5		19.9

																																						４年度 ネンド		580				４年度 ネンド		1,225				４年度 ネンド		853						配偶者暴力
相談支援
センター ハイグウシャ ボウリョク ソウダン シエン		14		15.4		12

																																																										男女共同参画
推進センター・
アミカス ダンジョ キョウドウ サンカク スイシン		19.9		21.2		17.9

																																																										区役所
（保健福祉センター） クヤクショ ホケン フクシ		35.1		34.4		36.8

																																																										警察 ケイサツ		70.5		68.6		74.3





























		基本目標３ キホン モクヒョウ				仕事と生活の調和が実現した社会

																																		社会貢献 シャカイ コウケン						い～な

																																		認定企業数 ニンテイ キギョウスウ		30年度 ネンド		144		賛同企業数・
団体登録数　 サンドウ キギョウスウ ダンタイ トウロクスウ						30年度 ネンド				1,074				掲載企業数　 ケイサイ キギョウ スウ		30年度 ネンド		244

																																				元年度 ガン ネンド		154								元年度 ガン ネンド				1,110						元年度 ガン ネンド		261

																																				２年度 ネンド		186								２年度 ネンド				1,142						２年度 ネンド		302

																																				３年度 ネンド		203								３年度 ネンド				1,158						３年度 ネンド		307

																																				４年度 ネンド		194								４年度 ネンド				1,191						４年度 ネンド		337



																																		↑列の幅11.63 レツ ハバ

																								保育所推移 ホイク ショ スイイ

																								年度 ド		施設数		定　員		入所人員（人）						待機児童数（人）

																												（人）		総数		３歳未満		３歳以上

																								元年度 ガン ネンド		429		39,782		38,174		16,869		21,305		20

																								２年度 ネンド		453		41,353		38,797		17,067		21,730		5

																								３年度 ネンド		463		42,251		39,027		17,025		22,002		2

																								４年度 ネンド		471		42,866		39,020		16,837		22,183		1

																								５年度 ネンド		471		42,918		39,201		16,838		22,363		0

																						○ＷＬＢ認知度 ニンチド

																								取り組む必要がある ト ク ヒツヨウ		25.0		43.2

																								どちらかといえば取り組む必要がある ト ク ヒツヨウ		33.5		31.5

										
														どちらかといえば取り組む必要はない ト ク ヒツヨウ		10.7		6.9

																								取り組む必要はない ト ク ヒツヨウ		4.5		1.9

																								わからない		23.5		12.5

																								無回答 ムカイトウ		2.8		4.0



																						○ＷＬＢ企業に望むこと キギョウ ノゾ

																								仕事や人の合理的な
配分が可能な柔軟な　　　
組織づくり シゴト ヒト ゴウリテキ ハイブン カノウ ジュウナン ソシキ		40.4

																								経営者や管理職の
意識改革 ケイエイシャ カンリ ショク イシキ カイカク		39.3

																								複数の仕事をこな
せる人材の育成 フクスウ シゴト ジンザイ イクセイ		32.3

																								職場風土の改革 ショクバ フウド カイカク		30.7

																								仕事の進め方や
内容の見直し シゴト スス カタ ナイヨウ ミナオ		30.7

																								年次有給休暇
取得の促進 ネンジ ユウキュウ キュウカ シュトク ソクシン		29.7

		基本目標４ キホン モクヒョウ				働く場において女性が能力を発揮して活躍できる社会																		多様な休暇制度や
短時間勤務制度の
導入 タヨウ キュウカ セイド タンジカン キンム セイド ドウニュウ		24.2

																								労働時間の長さでは
なく，仕事の成果の
適正評価 ロウドウ ジカン ナガ シゴト セイカ テキセイ ヒョウカ		19

																								残業時間（所定外
労働時間）の縮減 ザンギョウ ジカン ショテイ ガイ ロウドウ ジカン シュクゲン		18.3

																								従業員の働き方に
関するニーズの把握 ジュウギョウイン ハタラ カタ カン ハアク		18

																								在宅勤務（テレ
ワークなど）の導入 ザイタク キンム ドウニュウ		12.9

																								ICTやRPA,AIを活用
した業務の効率化 カツヨウ ギョウム コウリツカ		12

																								ワーク・ライフ・
バランス支援に
関する情報の提供 シエン カン ジョウホウ テイキョウ		5

																								その他 タ		2

																								特になし トク		7.7



																								平成2年 ヘイセイ ネン		平成7年 ヘイセイ ネン		平成12年 ヘイセイ ネン		平成17年 ヘイセイ ネン		平成22年 ヘイセイ ネン		平成27年 ヘイセイ ネン

																						男性 ダンセイ		293280		315310		316643		312847		294125		376928

																						女性 ジョセイ		195939		224440		245007		255710		257862		326851

																						雇用者に占める女性の割合 コヨウシャ シ ジョセイ ワリアイ		40.1		41.6		43.6		45		46.7		46.4

																						雇用者に占める女性の割合 コヨウシャ シ ジョセイ ワリアイ		38.1		40.1		41.6		43.6		45		46.7







																								15～19		20～24		25～29		30～34		35～39		40～44		45～49		50～54		55～59						60～64				65歳以上 サイ イジョウ

																						福岡市 フクオカシ		24.0		65.0		73.8		75.5		70.2		76.9		72.2		73.0		59.1						51.8				18.1

																						全国 ゼンコク		18.1		69.2		81.2		74.0		72.9		76.9		77.9		76.8		70.4						55.1				17.1

																								15～19		20～24		25～29		30～34		35～39		40～44		45～49		50～54		55～59						60～64				65歳以上 サイ イジョウ

																						H29年 ネン		24.0		65.0		73.8		75.5		70.2		76.9		72.2		73.0		59.1						51.8				18.1

																						Ｈ19年 ネン		11.0		73.9		73.9		61.9		65.0		63.8		72.7		63.3		58.6						50.2				14.8















		基本目標５ キホン モクヒョウ				あらゆる意思決定過程に男女が共に参画する多様性に富んだ社会

																																30		元 ガン		2		3		4						5

																								女性の割合 ジョセイ ワリアイ								34.7		35.4		35.3		36.3		39.4						39.7

																								女性のいない審議会の割合 ジョセイ シンギカイ ワリアイ								0		0		0		0		0						0



																								19		20		21		22		23		24		25		26		27						28

																						採用者 サイヨウシャ		40.6		43.5		37.2		37.6		35.2		34.4		31.8		35		39.8						39

																						職員 ショクイン		27.6		28.1		28.5		26.7		27.4		28		28.7		29.2		30.1						30.6

																						役職者（係長級以上） ヤクショクシャ カカリチョウ キュウ イジョウ		9.3		9.7		10.5		10.3		11.4		12.7		14		15.7		16.7						17.9

																						管理職（課長級以上） カンリ ショク カチョウキュウ イジョウ		5.9		5.9		6.4		6.5		7.3		7.6		8.5		10.2		11						11.9







































																										「みんなで参画ウィーク」の取り組みを実施した校区数（実績） サンカク ト ク ジッシ コウク スウ ジッセキ

																										30年度 ネン ド		元年度 ガン ネン ド		２年度 ネン ド		３年度 ネン ド		４年度 ネン ド

																										142校区 コウク		140校区 コウク		126校区 コウク		121校区 コウク		140校区 コウク

																														２年度 ネン ド		３年度 ネン ド		４年度 ネン ド

																														112校区 コウク		113校区 コウク		121校区 コウク























女性の割合	

元	2	3	4	5	35.4	35.299999999999997	36.299999999999997	39.4	39.700000000000003	

（％）







○社会全体で見た場合の男女の地位の平等感

　　（平等と回答した人の割合）

全体	H15	H20	H25	H30	9.9	13	14.3	13	女性	H15	H20	H25	H30	6.4	9.6	9.8000000000000007	9.1999999999999993	男性	H15	H20	H25	H30	16.100000000000001	18.3	21.2	18.8	

（％）



○女性の年齢階級別の有業率

　　（福岡市、全国）

福岡市	

15～19	20～24	25～29	30～34	35～39	40～44	45～49	50～54	55～59	60～64	65歳以上	24	65	73.8	75.5	70.2	76.900000000000006	72.2	73	59.1	51.8	18.100000000000001	全国	

15～19	20～24	25～29	30～34	35～39	40～44	45～49	50～54	55～59	60～64	65歳以上	18.100000000000001	69.2	81.2	74	72.900000000000006	76.900000000000006	77.900000000000006	76.8	70.400000000000006	55.1	17.100000000000001	

（％）



H29年	

15～19	20～24	25～29	30～34	35～39	40～44	45～49	50～54	55～59	60～64	65歳以上	24	65	73.8	75.5	70.2	76.900000000000006	72.2	73	59.1	51.8	18.100000000000001	Ｈ19年	

15～19	20～24	25～29	30～34	35～39	40～44	45～49	50～54	55～59	60～64	65歳以上	11	73.900000000000006	73.900000000000006	61.9	65	63.8	72.7	63.3	58.6	50.2	14.8	（％）



○男女の固定的な性別役割分担意識の解消度

女性	

H15	H20	H25	H30	R1	R2	R3	R4	57.8	64	51.1	75.900000000000006	76.5	78.7	78.8	81.5	男性	

H15	H20	H25	H30	R1	R2	R3	R4	46.2	59.9	42	63.4	68.2	70.599999999999994	71.900000000000006	72.8	（％）



資料：市民局事業推進課、こども未来局こども家庭課

○　保育所の推移

資料：こども未来局運営支援課

○「ワーク・ライフ・バランス」推進の必要性の認識度＜事業所＞

○恋人、配偶者、パートナーからの暴力について相談できる窓口の認知度　　

資料：平成30年度市政に関する意識調査

○ ワーク・ライフ・バランス推進のために会社に望む取組み＜正社員＞

○DV相談についてのカード・
　 リーフレット・ステッカー
 　設置箇所数

○配偶者等から暴力を受けた経験

資料：平成30年度市政に関する意識調査

65歳以上

60～64

55～59

50～54

45～49

40～44

35～39

30～34

25～29

20～24

15～19

65歳以上

60～64

55～59

50～54

45～49

40～44

35～39

30～34

25～29

20～24

15～19

（年度）

数値目標（32年度）
女性管理職比率　15％程度

数値目標（令和2年度）
女性管理職比率　15％程度

(複数回答)

(%)

資料：平成26年度女性労働実態調査
　　　令和元年度女性活躍推進に関する事業所等実態調査


資料：令和元年度女性活躍推進に関する事業所等実態調査



資料：令和元年度女性活躍推進に
　　　関する事業所等実態調査

令和元年度
調査（N＝375）

平成26年度
調査（N＝617）

資料：こども未来局
　　　こども家庭課

　　30年度：６月１日現在　
元～４年度：８月１日現在
資料：市民局男女共同参画課

女性のいない審議会の数は
平成28年度以降０

○福岡市の審議会等委員への女性の参画状況の推移




○社会貢献優良企業優遇制度
（次世代育成・男女共同参画支援事業）

○“「い～な」ふくおか・子ども週間”


資料：こども未来局こども政策課

○ふくおか女性活躍ＮＥＸＴ企業
　　見える化サイト

○　保育所の推移

○「ワーク・ライフ・バランス」推進の必要性の認識度＜事業所＞

○ ワーク・ライフ・バランス推進のために会社に望む取組み＜正社員＞

65歳以上

60～64

55～59

50～54

45～49

40～44

35～39

30～34

25～29

20～24

15～19

65歳以上

60～64

55～59

50～54

45～49

40～44

35～39

30～34

25～29

20～24

15～19

各年４月１日現在

資料：平成26年度女性労働実態調査
　　　令和元年度女性活躍推進に関する事業所等実態調査


資料：令和元年度女性活躍推進に関する事業所等実態調査



○女性活躍推進のための具体的な取組み　　　　　

資料：令和元年度女性活躍推進に
　　　関する事業所等実態調査

資料：令和元年度女性活躍推進に
　　　関する事業所等実態調査

令和元年度
調査（N＝375）

平成26年度
調査（N＝617）

資料：市民局女性活躍推進課

○女性活躍推進への取り組みを進めている理由　　　　　

○女性活躍推進への取組み状況＜事業所＞　　　　　

○「みんなで参画ウィーク」の取組みを実施した校区数


○「みんなで参画ウィーク」の取組みを実施した校区数（のぼり旗設置のみを除く）


資料：市民局男女共同参画課

○福岡市職員における女性の割合の推移


注１：採用者の数は、人事委員会が実施する採用試験
　　　（上級、中級及び初級）の一般行政職
　　（ただし、学校事務、文化財専門職及び化学技術は除く）
注２：採用者の数は採用年度ベース。令和５年度については
　　　５月１日現在の数
注３：職員及び役職者、管理職の数は５月１日現在の数　　　　
注４：職員及び役職者、管理職には旧県費負担教職員を
　　　含む。
　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　資料：総務企画局人事課


○地域における諸団体の長等への女性の参画状況

※団体の名称は各校区により異なるため，一般的に使用されている名称を記載している
　資料：市民局男女共同参画課


(%)

（年度）

（年度）

資料：市民局女性活躍推進課
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10.0 6.7 7.3 6.6 体育振興会（※）


149 8.7


6.0


環境活動連絡会議（※） 18.0 16.6 17.8 15.5 19.7 157 31 19.7


5.3 151 8


21.9 人権尊重推進協議会（※） 20.8 21.1 21.2 21.9 18.4


社会福祉協議会 29.5 33.3 34.9 38.4 40.1


146 32


7.9 老人クラブ連合会


147 60 40.8


8.6 11.7 10.4 10.6


子ども会育成連合会 44.8 42.2 43.0 49.4 47.6 75 37 49.3


11.2 125 14


21 14.7 市立小学校ＰＴＡ 4.9 5.9 6.3 6.9


市立中学校ＰＴＡ 4.3 4.5 7.2 1.5 7.2


143


69.7


地区民生委員・児童委員協議会


69 5 7.2


73.0 70.6 71.2 71.2


合計 20.1 20.5 21.1 22.3 22.6


111 68.8


10.5


（参考）男女共同参画協議会


1,721 402 23.4%


81
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Graph1

		元		元		元		元

		2		2		2		2

		3		3		3		3

		4		4		4		4

		5		5		5		5



採用者

職員

役職者（係長級以上）

管理職（課長級以上）

（%）

42.1

43.4

21.8

15.4

44.8

44
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16.2

44.3

44.7

23.3

17.4

42.7

45

24.2

19.1

49.1

45.9

25

19.1



5か年分バージョン

		職員における女性の割合

				(単位：人、％)

		年度				元 ガン		2		3		4		5

		採用者 サイヨウシャ				42.1		44.8		44.3		42.7		49.1

		職員				43.4		44.0		44.7		45.0		45.9

		役職者（係長級以上） ヤクショクシャカカリチョウキュウイジョウ				21.8		22.2		23.3		24.2		25.0

		管理職（課長級以上） カンリショクカチョウキュウイジョウ				15.4		16.2		17.4		19.1		19.1

		（注１）採用者の数は、人事委員会が実施する採用試験（上級、中級及び初級）の対象職種（ただし、学校事務、文化財専門職及び化学技術は除く） ジンジイインカイジッシサイヨウシケンジョウキュウチュウキュウオヨショキュウタイショウショクシュガッコウジムブンカザイセンモンショクオヨカガクギジュツノゾ

		（注２）採用者の数は採用年度ベース。最新年度については５月１日現在の数。 サイヨウシャカズサイヨウネンドサイシンネンドガツニチゲンザイカズ

		（注３）職員数及び役職者数は５月１日現在の数。

		資料：総務企画局人事課 シリョウソウムキカクキョクジンジカ





5か年分バージョン

		0		0		0



（年度）

（％）

女性職員の推移



女性の割合推移

		



採用者

職員

役職者（係長級以上）

管理職（課長級以上）



		職員における女性の割合

														(単位：人、％)

		年度		20		21		22		23		24		25		26		27		28		29

		採用者 サイヨウシャ		43.5		37.2		37.6		35.2		34.4		31.8		35.0		39.8		39.0		43.3

		職員		28.1		28.5		26.7		27.4		28.0		28.7		29.2		30.1		30.6		31.2

		役職者（係長級以上） ヤクショクシャカカリチョウキュウイジョウ		9.7		10.5		10.3		11.4		12.7		14.0		15.7		16.7		17.9		18.9

		管理職（課長級以上） カンリショクカチョウキュウイジョウ		5.9		6.4		6.5		7.3		7.6		8.5		10.2		11.0		11.9		12.8

		（注１）採用者の数は、人事委員会が実施する採用試験（上級、中級及び初級）の対象職種（ただし、学校事務、文化財専門職及び化学技術は除く） ジンジイインカイジッシサイヨウシケンジョウキュウチュウキュウオヨショキュウタイショウショクシュガッコウジムブンカザイセンモンショクオヨカガクギジュツノゾ

		（注２）採用者の数は採用年度ベース。最新年度については５月１日現在の数。 サイヨウシャカズサイヨウネンドサイシンネンドガツニチゲンザイカズ

		（注３）職員数及び役職者数は５月１日現在の数。

		資料：総務企画局人事課 シリョウソウムキカクキョクジンジカ
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